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コラム 今月のテーマ
「夜中にゴソゴソ」認知症とこれから

認知症には、中核症状と周辺症状とよばれる２つの症状があります。
中核症状は認知症の人にかならず見られるもので、もの忘れや、時間や場所、周囲の状況認識が苦

手になる見当識障害、判断力の低下などがあります。
一方、周辺症状はかならず現れるものとはかぎりません。中核症状に不安や混乱、環境などの要因

が加わっておこるもので、徘徊や暴言、妄想、不眠、抑うつ、大声を出す…などがあります。これをＢＰＳ
Ｄ「認知症の行動・心理症状」とよびます。
ＢＰＳＤはその人によってさまざまな現れ方をします。例えば、夜中に家の中をウロウロ、自分の部屋
でゴソゴソ、小声で喋ったりする人がいます。いっしょに暮らす家族は眠りを妨げられるのでたまりませ
ん。この原因は『眠れない』ことです。認知症の人は中核症状などにより時間の感覚が鈍くなり、昼夜
の区別がつきにくくなります。また、昼間やることがなくウトウトしていると、夜眠れなくなります。静か
で暗い部屋にいると不安が強くなり、誰かを探したり、トイレに行こうとして迷ったり、探しものを始めた
り…と活動します。
誰でも夜眠れない日が続けば心身ともに弱り、記憶、判断力にも影響します。不眠によって認知症状

がさらに悪化することがあります。夜しっかり眠ることは大切です。まずは昼間しっかりおこして規則正
しい生活に戻します。適度に心身が疲労する、日光に当たることでぐっすり眠れるようになります。デイ
サービスなどの利用もよいでしょう。
また、寝る時に小さい灯りをつけ、部屋を真っ暗にしないとか、誰かが同じ部屋で寝ることで安心す

る人もいます。夜中にトイレに何度も行く人は、失敗が不安なのか、場所がわからないのか、眠れない
からなのか、原因を考えましょう。おむつを使ったり、誘導したり、トイレに目印をつけておくこともでき
ます。極端に水分を制限するのはよくない対応です。
つい怒ってしまいますが、言い聞かせてもＢＰＳＤは改善されません。環境を工夫し、原因に対応する

ことで暮らしと、本人のプライドを保つことがＢＰＳＤを防ぐカギです。

認知症についての相談
はこちらへ

いきいき広場内福祉まるごと相談グループ　　　　　 ☎52－9610
認知症介護相談（認知症の人と家族の会）平日 月～金曜日10時～16時　☎0562－31－1911

申込・問合せ先　いきいき広場内保健福祉グループ　☎52－9871

歯科医師会協力　第23回『よい子の歯を守る日』
と　　き　６月７日（日）　受付時間／午前９時15分～11時15分
　　　　　※予約受付順に当日の受付時間が決まります。
と こ ろ　エコハウス
対　　象　満３歳以上で就学前の子（平成21年４月２日～平成24年５月31日生まれ）
　　　　　※むし歯の有無に関係なく参加可
定　　員　幼児180人
内　　容　歯科健診・フッ化物歯面塗布・歯みがき指導（希望者のみ）
　　　　　※終了後、自由解散
申込方法　５月18日（月）から電話か直接、いきいき広場内保健福祉グループへ申込
　　　　　※定員になりしだい締切
費　　用　無料
持 ち 物　歯ブラシ・タオル
そ の 他　車で来場する方は、エコハウスまたは中央公民館（市民センター）の駐車場を利用してください｡
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伊藤圭介（1803～1901）は、名古屋の医師の家に生まれ、明治維新後は東京帝国大学に勤務するかたわら、
小石川植物園などでの植物研究で実績をあげて日本最初の理学博士となった人物として知られています。一
方、植物学のほか、地学、鉱物学、古物学など広範な知識を有し、博物学者としての側面をもっていました。
江戸時代末期以降、各所で行われた展覧会に、彼が家蔵の瓦を多数出品したことが記録に残されており、

当時から有数の古瓦のコレクターとして知られていたことがわかります。所蔵品は200点以上におよんだと
いわれています。
彼の瓦コレクションは、死後にその一部が孫の篤太郎によって公開されたのを最後に、所在不明となって
いました。ところが2011年、その一部が親族宅に残されていたことがわかり、その後、所有者の厚意により
かわら美術館に寄贈されることとなりました。瓦にとっては110年ぶりの愛知への里帰りとなったわけです。
本展覧会では、この伊藤圭介コレクション総数140点を、一挙公開します。このコレクションは古代から

近世まで幅広い時代にわたっています。そこには奈良・京都の有名寺院の瓦から、尾張国分寺や熱田神宮な
ど、地元愛知にゆかりの瓦までさまざまなものがあり、その好奇心の旺盛さをうかがわせます。
展示では肖像画や遺品、絵画、著作など関連資料も紹介します。愛知の偉人伊藤圭介の愛した瓦を、この

機会にぜひご覧ください。

開催期間　5月30日（土）～ 7月5日（日）
観覧時間　午前9時～午後5時

（観覧券の販売は午後4時30分まで）

観 覧 料　高校生以上200円（160円）、中学生以下無料
※（　）内は20人以上の団体料金、および市内在住の方の
割引料金

休 館 日　月曜日

高浜市やきものの里かわら美術館企画展

植物学者伊藤圭介と幻の瓦コレクション

押印蓮華文軒平瓦（愛知・医王寺出土／白鳳時代）

日　　時　6月7日（日）　午後2時～
場　　所　3階講義室
参 加 費　500円（実費）
募集人数　10人
申　　込　電話にて受付中

日　　時　6月14日（日）　午後2時～
場　　所　3階講義室
講　　師　かわら美術館学芸員
参 加 費　無料
募集人数　40人
申　　込　5月15日（金）午前9時より
　　　　　電話にて受付

日　　時　6月21日（日）　午後2時～
場　　所　展覧会会場
参 加 費　無料
　　　　　（ただし当日観覧券が必要）

②ギャラリートーク（予約不要）

①レクチャータイム「伊藤圭介の瓦コレクション」

│関│連│行│事│

②ワークショップ「瓦の拓本を採ろう」

申込・問合せ先
かわら美術館　☎52－3366

※詳しくは、問い合わせてください。


